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リターナブル梱包材の第3弾

エンジン用エココンポ、4月下旬から運用を開始
環境に良い取り組みを積極的に広げます

ＮＧＰ協同組合は自動車リサイクル部品
の環境性能をさらに高めるために、リター
ナブル梱包材を開発、積極的に利用を進め
ることで輸送にかかわる二酸化炭素（ＣＯ
２）排出削減に努めてきました。

第 1弾は 2009 月 4 月に導入したドア用、
次いで 2011 年 2 月にバンパー用のエココ
ンポを開発しました。ドア用はフェンダーも
兼用、大・小 2 つのバンパー用はマフラー
などの長尺ものの梱包にも活用しています。

これに続く第 3 弾として開発を進めてき
たのが、エンジン用エココンポです。ＮＧＰ
協同組合は、使い捨て木材パレットをリター
ナブル化したいとの構想を早くから描いて
おりましたが、コストと耐久性の兼ね合いな
ど課題をクリアするために繰り返し試作、テ
ストを行いようやく完成に至ったものです。

従来の木材パレットは使い捨てで、お届
け先の修理工場様から「廃棄が困難」という
ご指摘を受けておりました。またエンジン
の固定に番線（剛性ハリガネ）を使用してい

たために荷ほどきに手間がかかるという問
題もあったと思います。

これらを解決するために開発したエンジ
ン用エココンポはパレットを樹脂（ポリエ
チレン）製とし、番線ではなくラチェット
式ベルトで固定するようにしています。エ
ンジンだけでなく、ミッションも兼用にな
ります。ただし荷姿は従来同様にダンボー
ルで覆いをかぶせ、ＰＰバンドで結束して
います。ＰＰバンドとエンジンを固定して
いるベルトの材質、見かけはまったく違い
ます。内部のベルトは切断しないようご注
意ください。

リターナブル梱包材の普及は修理工場
の皆様のご支持・ご協力を得なければ進
めることができません。ドア／フェンダー
用、バンパー用同様に修理工場の皆様には
商品到着後にリターナブル梱包材の折り
たたみ作業や返却処理などのお手間を取
らせることになりますが、ご協力をよろし
くお願いいたします。

またこれまで容器の返却はＪＰ（日本郵
便）の集荷システムを利用していました
が、エンジン用エココンポの空パレット回
収は西濃運輸の「お帰り便」を利用するこ
とも可能にしています。従来通り、お客様
に回収運賃の負担はありません。ＪＰか西
濃運輸、どちらかが回収にうかがいます。
それまでの間、保管しておいてください。

木材パレットをリターナブル梱包材に置
き換えた際のＣＯ 2 削減効果は、月 2 回、
3 年間使用したことで試算すると、輸送１
回当たり従来比で約３割削減となります。
過去のエココンポに比べると削減効果は
小さいですが、それでもこの積み上げが大
事なことだとＮＧＰ協同組合は考えます。

また、梱包資材は年々値上がりしていま
す。エココンポの導入拡大などを検討しな
がら総合的に物流費を削減し、修理工場の
皆様が利用しやすいリサイクル部品の提
供に努めてまいります。温かい目で応援し
てください。

ＮＧＰ日本自動車リサイクル事業協同組合はリターナブル梱包材の第3 弾、エンジン用エココンポを開発しました。
同エココンポが組合員の手元に届くのを待って5 月1日より本格運用を始めます。
リユース部品の環境性能をさらに高めることを追求し、物流面、パッケージにも工夫を凝らしてまいります。
ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

新開発したエンジン用樹脂パレット エンジンを搭載ベルトで固定 配達時の荷姿に大きな変化なし



取り扱いをご確認下さい！
納品書などに同封のリーフレットに注目

エンジン用エココンポの運用開始にあた
り、開梱方法などを表記したリーフレット
で 注 意 喚 起 をい たします。事 前 告 知とし
て、リーフレットを納品書などに同封して
います。さらに、リターナブルで納品する
場合は、詳しい注意書を貼付いたしますの
で、ご確認ください。開梱方法などの取り
扱いが不明な時は、取引のあるＮＧＰ組合
員にご連絡を下さい。

エンジン用エココンポで届
いた荷物はカバーしているダ
ンボールとＰＰベルトはとも
かく、エンジン等を固定してい
るベルトは絶対に切断しない
でください。

ベルトを引き出すレバーの元
に「ＵＮＬＯＣＫ」スイッチがあ
ります。まずこれを下に押し下
げ てレ バ ー が 動 く 状 態 にし ま
す。ロックを外した後はレバー
を上いっぱいに向けて、ベルトを
伸ばしてフックを外します。これ
で開梱終了。樹脂パレットをお預
かりい た だく間 の 荷 姿 もリーフ
レットに写真で載せてあります。
写真のようにフックを結合し、ベ
ルトを収めてください。

取り扱い方法はインターネット
の「ユーチューブ」サイト（http://
youtu.be/24gdxHymdiM）に て
動画で公開しています。参考にして
いただけると幸いです。

繰り返し使用するリターナブル梱
包材は資源の有効利用につながり、
ＣＯ 2 と廃棄物の削減に大きく貢献
できます。自動車リユース部品はも
ともとエコ商品、梱包材を使い捨て
からリターナブルへ切り替えることは
リユース部品のエコ性能をさらに高め
ます。

ＮＧＰ協同組 合 で 2009 年 4 月に

運用を開始したドア用は、現在 923
個が運用中で、今年 2 月末までに 5
万回の利用を超えました。また第 2
弾のバンパー用は 1067 個が運用中
で、利用回数は 3 万 1000 回に達し
ています。ふたつ合わせると 8 万回
を超える実績となっています。今回

加わるエンジン用は全国 518 個で運用を
始めます。

リターナブル梱包材は昨今の物流費高騰
の余波により、同業他団体もその利用に関
心を高めています。ＮＧＰ協同組合は一層
の連携を深め、協調してリターナブル梱包
材の利用の輪を広げて行きたいと考えてい
ます。ご理解とご協力を重ねてお願い申し
上げます。

NGP 今月のCO2削減量

※リターナブル梱包材の利用にともなう削減効果はNGP協同組合独自のCO2排出削減の取り組みです。
　ダンボールに変えて、専用梱包材を繰り返し使用することを前提に削減効果を試算しました。リターナブル梱包材利用にともなう削減効果

26.2 tNGP 平成25年2月： NGP 1月からの累計：

※ NGPをはじめとしたリサイクル部品販売事業12団体は、グリーンポイントクラブを作り、リユース部品、リビルト　
部品を利用することで達成できたCO2の削減量を利用者の皆様にお知らせしています。ご協力ありがとうございます。リサイクル部品利用にともなう削減効果

全１２団体 1月からの累計

22,864 tNGP 平成25年2月： 6,541 t NGP 1月からの累計： t12,917

51.6 t



夫婦でドライブ旅行など
シニアはマイカーを積極的利用

取り扱いをご確認下さい！
自動車サービス市場もシニア攻略が成長のカギ！

国交省、環境省の検討会が中間報告
尿素ＳＣＲシステム性能低下問題

大型トラックなどディーゼル重量車の排
ガス浄化に使用する「尿素ＳＣＲシステム」
の性能低下問題で、国土交通省と環境省が
合同で設置した「排ガス後処理装置検討会」
は、同システム搭載車の一部で窒素酸化物

（ＮＯｘ）排出量が規制値を上回っているこ
とを確認し、劣化原因の解明をさらに進め
るとともに 2013 年度中に排出ガス試験法
の見直し案をとりまとめるなどとした中間
報告をまとめました。

尿素ＳＣＲはディーゼル排ガスに尿素を噴

霧し、ＮＯｘ排出を低減する後処理装置です。
性能低下の問題は、環境省の中央環境委員会
が排ガス規制に関する答申をまとめる過程で
2010 年に行った調査で明らかになりまし
た。原因解明と対策を進めるために国土交通
省、環境省による検討会が昨年 10 月に設け
られ、非公開で検討を進めてきたものです。

中間報告は性能低下の原因について、未
燃炭化水素（ＨＣ）が触媒表面に付着する「Ｈ
Ｃ被毒」にあるとしています。ＨＣ被毒に
よって性能が低下した触媒も、温度を上げ

シニア世代のマイカー利用が積極的なよ
うです。

旅行大手・ＪＴＢグループの調査機関、Ｊ
ＴＢ総合研究所が実施した「ドライブ旅行に
関するアンケート」で、シニア世代が他の年代
に比べてドライブ旅行の頻度が高く、その際
の移動時間も長かったことがわかりました。

ＪＴＢ総研のアンケートは今年 2 月末に
東京、大阪、名古屋圏に居住する 18 歳以上
の男女 4908 人を対象にインターネットで
行いました。

それによると、過去 1 年間にドライブ旅行
に出かけた人は 55.2％で、年齢区分では
1941 ～ 1945 年生まれ（67 ～ 71 歳）が
最も高く 64.7％が出かけたと答えました。
旅行回数もこの年代は多く、1941～ 1945
年生まれは年 3 回以上ドライブ旅行に出か
け た 人 が 37.4 ％ でし た。一 方、1990 ～
1995 年生まれは（17 ～ 22 歳）は 49.0％

にとどまっています。年齢が高くなるほどド
ライブ旅行の回数は増加する傾向でした。

またドライブ旅行の移動時間も年齢が高
いほど長くなります。1990 ～ 1995 年生
まれでは 78.5％が移動時間「3 ～ 4 時間」
以下でしたが、1941 ～ 1945 年生まれで
は「3 ～ 4 時間」以下は 44.9％、半数以上
がそれ以上の移動時間でドライブ旅行をし
ていました。積極的に長距離ドライブを楽し
んでいるシニア世代は多そうです。

レンタカー利用のドライブ経験は年齢に
よる違いはないようで、全体の 46.3％がレ
ンタカーは未経験でした。ただし、若年層は
自宅近くからレンタカーを借りてドライブし
た経験が他の世代に比べて高くなっていま
す。積極的に長距離ドライブを楽しむシニア
世代に対して、若年層は車を持たず、出かけ
るときには自宅近くでレンタカーを借り、そ
れほど長距離ドライブもしないというスタイ

ルのようです。
シニア世代が積極的に車を利用している実

態は、運転免許の保有構造からも見て取るこ
と が で き ま す。ＪＴＢ 総 研 は 2001 年 と
2011 年の運転免許保有率を比較し、35 歳
以上の女性の保有率が増加していることが顕
著で、とりわけ 55 歳以上 60 代までで 10
年間に 20 ポイント以上保有率が増加してい
ることからシニア世代のドライブ旅行が積極
化していると予測、今回の調査に至りました。

実際、シニア世代は夫婦 2 人でドライブ旅
行に出かける頻度は高く、その場合、主に運
転するのは男性で、妻を交代要員に長距離の
ドライブ旅行を楽しんでいるようで、そうし
た様子も今回のアンケート調査で浮かび上が
りました。こうした実態を見ると、シニア世
代のドライバーを顧客としてどう取り込む
か、整備工場経営の視点からは欠かせない重
要なテーマと言えます。

て付着した未燃ＨＣを除去すれば、性能が回
復するとしています。

尿素ＳＣＲシステムは 2005 年に実施し
た「新長期規制」に対応するため、大型メー
カー 2 社が導入しました。その後、2009 年
に「ポスト新長期規制」が実施されましたが、
ポスト新長期規制ではディーゼル微粒子除
去装置（ＤＰＦ）が全ての車両に導入された
ため、ＤＰＦが粒子状物質（ＰＭ）を燃焼した
際の発熱でＨＣ被毒が解消していると、検討
会は推定しています。

この1年間のドライブ旅行の平均的な移動時間この1年間のドライブ旅行の実施回数

1時間以内 2時間以内 3-4時間 5-6時間 7-8時間 それ以上2回 1回 行っていない3回以上

合  計

‘90-‘95年生まれ

‘80-‘89年生まれ

‘70-‘79年生まれ

‘60-‘69年生まれ

‘51-‘59年生まれ

‘46-‘50年生まれ

‘41-‘45年生まれ
0% 20% 40% 60% 80% 100%

27.6 12.2 15.4 44.8

22.0 10.5 16.5 51.0

25.1 10.7 15.4 48.9

28.4 13.0 16.6 42.0

26.8 12.7 15.9 44.5

29.0 13.3 13.0 44.7

28.9 13.3 14.0 43.8

37.4 11.2 16.1 35.3

合  計

‘90-‘95年生まれ

‘80-‘89年生まれ

‘70-‘79年生まれ

‘60-‘69年生まれ

‘51-‘59年生まれ

‘46-‘50年生まれ

‘41-‘45年生まれ
0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.8 18.4 42.9 22.7 8.5 5.7

4.2 4.227.7 46.6 12.0 5.2

2.8 7.1 3.323.9 42.9 19.9

1.8 4.8 5.521.5 47.0 19.3

0.9 8.5 7.118.9 42.2 22.4

1.8 10.1 5.112.4 44.0 26.5

0.5 12.7 7.210.9 36.2 32.6

0.5 17.7 8.49.9 34.5 29.1
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3 月13 ～15 日、東京都江東区の東京ビッ
グサイトで開催された「 第 11 回国際オー
トアフターマーケットＥＸＰＯ（ＩＡＡＥ）
2013」にＮＧＰ協同組合は出展し、5 月か

エンジン用リターナブル梱包材などを展示
ＩＡＡＥ 2013に出展

ら本格的に動き出すエンジン用リターナブ
ル梱包材の展示などを行いました。さらに
ＮＧＰエコひろばやベルマーク運動への取
り組みについてパネル展示しました。

ＩＡＡＥは自動車アフターマーケットの総
合ショーで、自動車の販売・整備のシステ
ム、修理用機材や用品など幅広い展示が行
われます。自動車リサイクル部品関係では
ＮＧＰ協同組合とともにジャパンリビルト、
ウラワ産業、イトーパーツ、ターボテクノ
サービスのリビルト部品メーカー、日本リサ
イクル部品協議会などの業界団体がブース
を設けました。

整備事業関連などの事業者が来場者の中
心で、アフターマーケットでは超ハイテン材

に対応した修理技術に関心が高く、その実演
も行われました。

また、第 4 回国際自動車素材・加工展、第
12 回パーキング・ジャパン 2013、第 4 回
国際自動車通信技術展、第 2 回モバイルＩＴ
アジアとの同時開催となっています。素材加
工展では、ホンダが軽量化のために開発した
鉄とアルミを複合したエンジンサブフレーム
の展示がありました。修理では、サブフレーム
ごと交換するとのことでしたが、リサイクル関
係者ではこうした複合材をリサイクル工程で
どのように処理するかが、話題になりました。

主催者の発表では、ＩＡＡＥとともに同時
開催したショーを合わせた 3 日間の延べ来
場者は 3 万 118 人ということです。

リーダーシップとは何かを考え抜いた5日間
活力を胸にＮＧＰ発展に向けて新たな誓い

第23回ＮＧＰ中級研修会

　 第 23 回ＮＧＰ中級研修会が 3 月 11
～ 15 日、静岡県裾野市のあいおいニッセ
イ同和自動車研究所東富士センターで開か
れました。研修 会には 30 名が参 加し、生
産、フロント、営業に分かれてリーダーとし
ての役割、業務姿勢、踏み込んだ技術知識
を学びました。
  「今回の研修は今の自分の役割で非常に役
立つ内容ばかりで、重要な時間、内容となり
ました。今回学んだことを社内の実務に活
かし、売上アップ、時代に打ち勝っていく強
固なチーム作りに励み、自社とＮＧＰグルー
プの発展につなげていきます」（桃太郎部
品、稲 葉 卓 磨 さ ん ）、「 話
がうまく部下を元気にで
きる人。難しい話になっ
て部下が困る人。いろい
ろな人がいて、私自身感
心することばかりでした。
研修に参加したみんなが
思ったことだと思います
が、わかりやすく、また明
るく楽しく、やる気にさ

せるリーダーになります」（オートリサイク
ルナカシマ、髙倉大樹さん）などとリーダー
としての自覚に磨きをかけました。

部下との接し方に悩む 人は多いようで
す。アール・トーヨーの近藤裕明さんは「人
をまとめるということはどういうことか。
そのためには何が必要か。普段考える機会
の少ないことを勉強することができ、とて
もうれしく思いました」。またライズコーポ
レーションの石元啓二さんは「行動や言葉
を通じて部下に伝えることの難しさを改め
て感じました。目標設定では、ただ上から
言われた数字を部下に伝えるだけでなく、

なぜその数字が必要なのかも伝え、どうす
ればそれを達成でき、そのために何をする
かを学ぶことができました」と話していま
した。
  「フロント業務としてまず確実性、次にス
ピードを上げ、今回習った“無駄をなくす・
減らす・楽にする”ことを実践し、月間売上
目標を達成します」（テラダパーツ、磯村俊
宏さん）。「作業効率を上げるため、自分の
作業ツールを整理整頓し、ストライクゾー
ンで作業できる環境を作ります」（サンアー
ル、三森力さん）とひと回り成長した視線で
決意表明しています。

エコひろばなどをパネル展示したＮＧＰブース

生産は「基礎ができていない」と講師が一喝 経理の数字を叩き込むことはフロントの基本 マンツーマンで密度の高い営業研修


